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＠

「 和 」
連隊長統率方針

＠「 和 」 も く れ ん
広 報 紙

隊員コーナー

年
始
行
事

令
和
３
年
度
旅
団
指
揮
所
訓
練

最
先
任
上
級
曹
長
基
本
基
礎
訓
練

士
友
会
行
事

真
駒
内
駐
屯
地
成
人
祝
賀
行
事

連
隊
は
、
１
月
11
日(

火)

連
隊

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
「
連
隊
年

始
行
事
」
を
実
施
し
た
。
「
だ
る

ま
の
目
入
れ
」
「
３
曹
昇
任
式
」

「
連
隊
長
年
頭
の
辞
」
の
内
容
で

年
始
行
事
を
実
施
し
て
、
令
和
４

年
を
新
た
な
気
持
ち
で
職
務
に
邁

進
す
る
気
概
を
醸
成
し
た
。
ま
た
、

陸
士
が
企
画
か
ら
実
行
を
全
て
担

任
す
る
士
友
会
行
事
「
ス
ノ
ー
・

フ
ラ
ッ
グ
競
技
」
を
開
催
し
て
、

陸
士
の
自
立
心
向
上
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
溌
溂
と
し
た
競
技
に

臨
む
姿
勢
と
奮
闘
に
よ
り
連
隊
全

体
の
士
気
高
揚
と
団
結
強
化
を

図
っ
た
。

冬季衛生教育中の田中２曹（衛生小隊）

連
隊
は
、
１
月
14
日(

金)

か
ら
１
月
20
日(

木)

ま
で
の
間
、
雄
志

館
及
び
西
岡
演
習
場
に
お
い
て
「
最
先
任
上
級
曹
長
基
本
基
礎
訓

練
」
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
中
級
陸
曹
以
下
の
分
隊
長
未
経
験
者
を
対
象
に
実
施

し
、
戦
術
の
基
礎
的
事
項
を
習
熟
さ
せ
る
と
と
も
に
、
実
員
指
揮
能

力
の
向
上
を
図
っ
た
。
戦
術
基
礎
に
お
い
て
は
、
中
級
陸
曹
課
程
教

育
資
料
か
ら
抜
粋
し
た
基
礎

的
事
項
を
教
育
し
、
攻
撃
及

び
防
御
の
概
要
を
習
熟
さ
せ

た
。
分
隊
陣
地
攻
撃
に
つ
い

て
は
、
隊
員
主
導
に
よ
る
攻

撃
命
令
の
作
成
、
実
習
、
Ａ

Ａ
Ｒ
を
反
復
さ
せ
、
自
ら
考

え
行
動
す
る(

で
き
る)

こ
と

を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
実

員
指
揮
能
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

連
隊
は
、
１
月
17
日(

月)

か

ら
１
月
24
日(

月)

ま
で
の
間
、

真
駒
内
駐
屯
地
及
び
東
千
歳
駐

屯
地
に
お
い
て
「
令
和
３
年
度

旅
団
指
揮
所
訓
練
」
に
参
加
し

た
。本

訓
練
は
通
称
「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
活
用
し
た
指
揮
所
訓
練
で
あ

り
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
様
々
な
状
況
を
想
定
し
て
、

連
隊
本
部
機
能
の
指
揮
幕
僚
活

動
能
力
の
向
上
を
図
る
訓
練
で

あ
る
。

連
隊
本
部
各
幕
僚
の
指
揮
の

下
、
各
中
隊
の
訓
練
参
加
者
は
、

刻
々
と
移
り
変
わ
る
実
戦
さ
な

が
ら
の
戦
況
に
対
応
す
べ
く
、

真
剣
な
眼
差
し
で
訓
練
に
臨
み
、

そ
の
練
度
を
向
上
さ
せ
た
。

連
隊
は
、
１
月
11
日(

火)

か
ら
「
令

和
３
年
度
連
隊
冬
季
戦
技
集
合
訓
練
」

を
開
始
し
た
。

「
新
補
職
者
集
合
訓
練
」
で
は
、
北

方
勤
務
が
初
め
て
の
隊
員
及
び
新
配
属

隊
員
を
対
象
と
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
を
万
全
に
し
、

歩
き
方
か
ら
滑
降
技
術
等
段
階
的
に
訓

練
を
し
た
。
「
指
導
官
候
補
者
集
合
訓

練
」
で
は
、
冬
季
作
戦
行
動
の
プ
ロ
を

目
指
し
更
な
る
練
度
を
向
上
を
目
指
し

訓
練
に
邁
進
し
た
。

感
謝
状
贈
呈連

隊
は
、
１
月

12
日(

水)

真
駒
内

駐
屯
地
体
育
館
に

お
い
て
「
成
人
祝

賀
会
」
に
参
加
し

た
。参

加
し
た
成
人

し
た
隊
員
は
「
社

会
人
と
し
て
自
衛

官
と
し
て
こ
れ
か

ら
は
責
任
と
自
覚

を
持
ち
、
勤
務
等

し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
述

べ
、
中
田
士
長
は

「
陸
曹
に
な
る
と

い
う
目
標
を
持
っ

て
頑
張
り
た
い
」

と
力
強
く
目
標
を

述
べ
た
。

初
級
装
軌
操
縦
集
合
教
育

連
隊
は
、
１
月
11
日(

火)

か
ら
１
月
21
日

ま
で
の
間
、
真
駒
内
駐
屯
地
及
び
北
海
道
大

演
習
場
西
岡
地
区
に
お
い
て
「
初
級
装
軌
操

縦
集
合
教
育
」
を
参
実
施
し
た
。

本
教
育
で
は
、
装
軌
車
操
縦
要
員
７
名
に

対
し
装
軌
操
縦
手
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び

技
能
を
修
得
さ
せ
、
「
初
級
装
軌
操
縦
」
の

特
技
を
付
与
し
た
。
「
は
や
く
演
習
場
で
大

雪
を
扱
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
畑
井
２

曹
（
１
普
中
）
が
述
べ
た
。

雪上で射撃する佐久間士長（１普中）

令
和
３
年
度
連
隊
冬
季
戦
技

集
合
訓
練

（新
補
職
者
・指
導
官
候
補
者
）上級スキー指導官目指す紫葉２曹（本管中）

丁寧に教育する寺本３曹(本単中）

成人を迎えた隊員と連隊長との集合写真

敵情を正確に掌握する井戸１曹（第２科）

昨年12月9日に第一子となる蒼汰が生まれました。武道
競技会前の打ち込みの最中に病院から連絡が入り中隊の
御配慮で出産に立ち会うことができました。妻と新家族
の誕生に思わず嬉し泣きしてしまいました。これからは
一児の父親として、また自衛官として周りの人々への感
謝の気持ちを忘れずに日々精進していきたいと思います
。これからもよろしくお願いします。

第３普通科中隊 清水３曹

作戦等を綿密に確認する中尾１尉(１普中)

士友会行事において初優勝果たした本部管理中隊

だるまの目入れを行う松本連隊長

連隊員が見守る中、フラッグを争奪する参加選手

３曹昇任者による抱負発表

旅
団
友
の
会(

18
普
連
い
っ
ぱ
ち

会
に)

入
会
以
来
、
同
会
の
事
業
に

積
極
的
に
参
加
・
協
力
し
、
会
員

の
増
勢
及
び
会
の
運
営
・
発
展
、

地
域
住
民
と
自
衛
隊
の
架
け
橋
と

し
て
防
衛
基
盤
の
育
成
に
貢
献
し

た
功
績
に
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

■
旅
団
長
表
彰

株
式
会
社

エ
ポ
ッ
ク
設
計

代
表
取
締
役大

野

龍
次

様

■
駐
屯
地
司
令
表
彰

有
限
会
社

丸
和
置
田
佛
具
店

代
表
取
締
役置

田

陽
一

様

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



第３１３号
発行日 令和４年１月３１日

発行所 第１８普通科連隊 広報室連
隊長統率方針

＠

「 和 」
連隊長統率方針

＠「 和 」

隊員コーナー

年
始
行
事

令
和
３
年
度
Ｂ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｅ

国
際
貢
献
活
動

派
遣
見
送
り
行
事

士
友
会
行
事

真
駒
内
駐
屯
地

成
人
祝
賀
行
事

士友会行事において初優勝果たした本部管理中隊

だるまの目入れを行う松本連隊長

隊員が見守る中、フラッグを争奪する参加選手

３曹昇任者による抱負発表

連
隊
は
、
１
月
17
日(

月)

か
ら

１
月
24
日(

月)

ま
で
の
間
、
真
駒

内
駐
屯
地
及
び
東
千
歳
駐
屯
地
に

お
い
て
「
令
和
３
年
度
旅
団
指
揮

所
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
通
称
「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
と

呼
ば
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活

用
し
た
指
揮
所
訓
練
で
あ
り
、

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
様
々

連
隊
は
、
１
月
12
日

(

水)

真
駒
内
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
「
成
人
祝
賀

会
」
に
参
加
し
た
。

参
加
し
た
成
人
し
た
隊

員
は
「
社
会
人
と
し
て
自

衛
官
と
し
て
こ
れ
か
ら
は

責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
勤

務
等
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
述
べ
た
。

初
級
装
軌
操
縦

集
合
教
育

上級スキー指導官目指す紫葉２曹（本管中）

丁寧に教育する寺本３曹(本管中）

成人を迎えた隊員と連隊長との集合写真

連
隊
は
、
１
月
25
日(

火)

真
駒
内
駐
屯
地
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た
「
国
際
貢
献
活
動

派
遣
見
送
り
行
事
」
に
参
加

し
て
、
連
隊
か
ら
派
遣
さ
れ

る
細
川
２
尉
を
見
送
っ
た
。

細
川
２
尉
は
、
国
際
活
動
へ

の
参
加
を
目
指
し
自
ら
語
学

を
勉
強
す
る
と
と
も
に
、
英

語
課
程
を
修
了
し
、
今
回
の

長
年
の
希
望
が
叶
う
形
と

な
っ
た
。
「
初
め
て
の
活

動
・
任
務
と
な
り
ま
す
が
、

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
実
施

し
て
貢
献
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
述
べ
、
駐
屯
地
を
出

発
し
た
。

な
状
況
を
想
定
し
て
、
連
隊
本

部
機
能
の
指
揮
幕
僚
活
動
能
力

の
向
上
を
図
る
訓
練
で
あ
る
。

連
隊
本
部
各
幕
僚
の
統
制
の

下
、
各
中
隊
の
訓
練
参
加
者
は
、

刻
々
と
移
り
変
わ
る
実
戦
さ
な

が
ら
の
戦
況
に
対
応
す
べ
く
、

真
剣
な
眼
差
し
で
訓
練
に
臨
み

そ
の
練
度
を
向
上
さ
せ
た
。

広 報 紙

旅
団
友
の
会(

18
普
連
い
っ
ぱ
ち

会
に)

入
会
以
来
、
同
会
の
事
業
に

積
極
的
に
参
加
・
協
力
し
、
会
員

の
増
勢
及
び
会
の
運
営
・
発
展
、

地
域
住
民
と
自
衛
隊
の
架
け
橋
と

し
て
防
衛
基
盤
の
育
成
に
貢
献
し

た
功
績
に
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

■
旅
団
長
表
彰

株
式
会
社

エ
ポ
ッ
ク
設
計

代
表
取
締
役大

野

龍
次

様

■
駐
屯
地
司
令
表
彰

有
限
会
社

丸
和
置
田
佛
具
店

代
表
取
締
役置

田

陽
一

様

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

感謝状贈呈

晴れやかな表情の細川２尉（写真中央）

昨年12月9日に第一子となる男の子が生まれました。武
道競技会前の打ち込みの最中に病院から連絡が入り中隊
の御配慮で出産に立ち会うことができました。妻と新家
族の誕生に思わず嬉し泣きしてしまいました。これから
は一児の父親として、また自衛官として周りの人々への
感謝の気持ちを忘れずに日々精進していきたいと思いま
す。これからもよろしくお願いします。

第３普通科中隊 清水３曹

連
隊
は
、
１
月
11
日(

火)

連
隊
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
「
連
隊
年
始
行
事
」
を
実
施
し

た
。
「
だ
る
ま
の
目
入
れ
」
「
３
曹
昇
任

式
」
「
小
職
年
頭
の
辞
」
の
内
容
で
年
始
行

事
を
実
施
し
て
、
令
和
４
年
を
新
た
な
気
持

ち
で
職
務
に
邁
進
す
る
気
概
を
醸
成
し
た
。

ま
た
、
陸
士
が
企
画
か
ら
実
行
を
全
て
担
任

す
る
士
友
会
行
事
「
ス
ノ
ー
・
フ
ラ
ッ
グ
競

技
」
を
開
催
し
て
、
陸
士
の
自
立
心
向
上
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
溌
溂
と
し
た
競
技
に

臨
む
姿
勢
と
奮
闘
に
よ
り
連
隊
全
体
の
士
気

高
揚
と
団
結
強
化
を
図
っ
た
。

連
隊
は
、
１
月
11
日(

火)

か
ら

１
月
21
日
ま
で
の
間
、
真
駒
内
駐

屯
地
及
び
北
海
道
大
演
習
場
西
岡

地
区
に
お
い
て
「
初
級
装
軌
操
縦

集
合
教
育
」
を
参
実
施
し
た
。

本
教
育
で
は
、
装
軌
車
操
縦
要

員
７
名
に
対
し
装
軌
操
縦
手
と
し

て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得

さ
せ
、
「
初
級
装
軌
操
縦
」
の
特

技
を
付
与
し
た
。

連
隊
は
、
１
月
11
日(

火)

か
ら

「
令
和
３
年
度
連
隊
冬
季
戦
技
集

合
訓
練
」
を
開
始
し
た
。

「
新
補
職
者
集
合
訓
練
」
で
は
、

北
方
勤
務
が
初
め
て
の
隊
員
及
び

新
配
属
隊
員
を
対
象
と
し
、
歩
き

方
か
ら
滑
降
技
術
等
段
階
的
に
訓

練
を
し
た
。

「
指
導
官
候
補
者
集
合
訓
練
」
で

は
、
ス
キ
ー
技
術
の
高
練
度
者
を

対
象
と
し
、
冬
季
作
戦
の
プ
ロ
を

目
指
し
ス
キ
ー
技
術
の
更
な
る
練

度
を
向
上
を
目
指
し
訓
練
に
邁
進

中
で
あ
る
。

敵情を正確に掌握する井戸１曹（第２科）

作戦等を綿密に確認する中尾１尉(１普中)

戦闘状況を徹底する小泉曹長（第４科）

松本連隊長の「年頭の辞」

隊員に盛大に見送られ出発

令
和
３
年
度
連
隊
冬
季
戦
技

集
合
訓
練

（新
補
職
者
・指
導
官
候
補
者
）



自
衛
隊
は
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
に
対
応
す
る
た
め
春

夏
秋
冬
、
季
節
を
問
わ
ず
教
育
、
演
習
、
射
撃
等

の
訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
我
々
第
18
普
通
科
連

隊
が
マ
ル
月
マ
ル
日
か
ら
マ
ル
日
の
四
日
間
、
実

際
に
行
っ
た
冬
季
演
習
の
模
様
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

演
習
初
日
で
あ
る
ま
る
に
ち
、
重
い
背
嚢
を
背

負
い
白
色
装
備
に
身
を
包
ん
だ
隊
は
、
演
習
場
に

て
ス
キ
ー
行
進
に
臨
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
夜
通
し
続
け
ら
れ
る
ス
キ
ー
行
進
は
、

若
年
隊
員
に
と
っ
て
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
先
輩
隊
員
に
支
え
ら
れ
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
発
揮
し
て
、
二
日
早
朝
に
無
事
に
完
歩
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
、
防
御
部
隊
は
陣
地
を
構
築
し
、
攻

撃
部
隊
は
偵
察
を
行
う
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を

開
始
し
ま
し
た
。

冬
季
に
お
け
る
戦
闘
行
動
は
、
凍
傷
や
低
体
温
症

に
注
意
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。


